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逆構造バルクヘテロ接合型有機薄膜太陽電池の作製 

Fabrication of inverted bulk-heterojunction organic solar cell 

with solution-processed oligothiophene based electronic donor material. 
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【緒言】本研究室では、大気中低温プロセスによる酸化

亜鉛(ZnO)や酸化チタン薄膜を用いた高耐久な逆型有機

薄膜太陽電池の開発に成功しており 1、材料面および素

子構造の観点からさらなる性能向上を目指して研究を

行っている。近年、可溶性低分子系ドナー材料を用いた

際の光電変換効率（PCE）が急速に向上しており、可溶性オリゴチオフェン系電子ドナー材料を

用いた単層バルクヘテロ接合型素子で光電変換効率（PCE）10.08％が報告されている 2。本研究で

は、この可溶性オリゴチオフェン系電子ドナー材料として DRCN5T を用いて逆型有機薄膜太陽電

池を作製し、その光電変換特性を評価した。 

【実験】ITO 透明電極上に電子捕集層としてゾル-ゲル法により

ZnO 層を製膜した。さらに、ZnO上に発電層として PCBM:DRCN5T、

正孔捕集層としてPEDOT:PSSをスピンコート法によって順に製膜

した。ここまでの操作を全て大気下で行った。最後に、裏面電極

として Au を真空蒸着して、Fig.2 に示す逆型素子とした。この素

子に大気下で AM1.5（100 mWcm-2）疑似太陽光を照射した際の I-V 測定を行い、光電変換特性を

評価した。 

【結果と考察】作製した素子の I-V 曲線を Fig.3 に示す。光照射後

2 分経過で最高性能（PCE）4.28％が得られた。また、2 時間の光

連続照射を行っても I-V 曲線はほとんど変化せず、最高効率の 94%

が保持されていることから、耐久性を有していることも確認した。 
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Fig.1 Chemical structure of DRCN5T. 

Fig.2 Device structure. 
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Fig.3 I-V characteristics of the 

inverted device with DRCN5T. 
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